
一
七
一
四
年（
江
戸
時
代
中
期
）

　
博
多
の
櫛
田
神
社
か
ら
波
折
神

社
へ
祇
園
の
神
様
を
迎
え
、三
本

の
山
笠
が
建
つ

明
治
時
代

　
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
飾

り
が
ま
ち
を
駆
け
巡
る

二
〇
一
四
年（
平
成
二
十
六
年
）

　
発
足
三
百
年
、復
活
四
十
周
年

を
迎
え
る

一
九
七
五
年（
昭
和
五
十
年
）

　
祇
園
山
笠
一
本
が
復
活

一
九
七
九
年（
昭
和
五
十
四
年
）

　
三
本
の
山
笠
が
完
全
復
活
す
る

一
九
一
六
年（
大
正
五
年
）

　
電
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、山
飾

り
が
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

縮
小
。戦
時
中
も
山
笠
は
継
続

一
九
六
三
年（
昭
和
三
十
八
年
）

　
給
与
所
得
者
が
増
え
、か
き
手

不
足
で
こ
の
年
を
最
後
に
一
時

中
断

　
江
戸
時
代
か
ら
幾
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
、津
屋
崎
祇
園
山
笠
。人
々
の
縦
横
の
繋
が
り
と
情
熱
の
も
と
、

郷
土
の
祭
り
と
し
て
現
在
ま
で
大
切
に
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、山
笠
の
三
百
年
の
歴
史
、そ
し
て
百
年
後
の
未
来
も
山
笠
を
み
な
で
共
に
育
み
守
り
続
け
る
こ

と
を
願
い
、今
夏
行
わ
れ
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

発
足
三
百
年
・
復
活
四
十
周
年

津
屋
崎
祇
園
山
笠

※右上の紋は、　が「須賀神社（祇園社）」、　が「波折神社」の神紋

発足三百年・復活四十周年 津屋崎祇園山笠

家屋の屋根が低かったため、数キロメートル離れた地域からも
山笠が動いているのが見えていたと言われている

　
博
多
祇
園
山
笠
の
は
じ
ま
り
か

ら
四
百
七
十
年
余
り
経
つ
、一
七

一
四
年
。福
岡
市
の
櫛
田
神
社
か

ら
津
屋
崎
の
氏
神
様
で
あ
る
波
折

神
社
へ
祇
園
の
神
様
を
迎
え
、旧

暦
六
月
十
九
日
に
三
本
の
山
笠
を

建
て
た
の
が
、津
屋
崎
祇
園
山
笠

の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
よ
り
）。

　
農
業
中
心
の
地
域
が「
岡
流
」、

商
業
中
心
の
地
域
が「
新
町
流
」、

漁
業
中
心
の
地
域
が「
北
流
」と

い
う
よ
う
に
、三
本
の
流
れ
は
当

時
の
職
業
に
そ
っ
て
組
ま
れ
ま
し

た
。開
始
当
初
か
ら
三
本
の
山
笠

が
建
つ
の
は
珍
し
く
、津
屋
崎
が

港
町
と
し
て
い
か
に
繁
栄
し
て
い

た
か
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　
山
笠
当
初
の
目
的
は
、無
病
息

災
を
祈
願
す
る
こ
と
。山
笠
が
ま

ち
を
駆
け
巡
る
こ
と
は
、そ
こ
に
住

む
人
々
を
お
祓
い
す
る
こ
と
と
同

義
と
さ
れ
ま
す
。現
代
で
は
郷
土

愛
の
高
揚
、青
少
年
の
育
成
、観

光
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
性
化

な
ど
も
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
九
州
北
部
の
山
笠
は
、大
き
く

四
系
統
に
分
か
れ
ま
す
。

　
津
屋
崎
系
は
そ
の
一
つ
で
あ

り
、そ
の
他
に
博
多
系
、直
方
系
、

日
田
系
が
あ
り
ま
す
。博
多
に
次

い
で
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
津

屋
崎
祇
園
山
笠
は
、津
屋
崎
系
の

筆
頭
で
あ
り
、津
屋
崎
か
ら
福
津

市
・
宗
像
市
の
九
つ
の
地
域
へ
広

が
って
い
き
ま
し
た
。

【
津
屋
崎
系
の
山
笠
】

福
津
市…

勝
浦
、福
間

宗
像
市…

大
島
、鐘
崎
、玄
海
、

　
　
　
　
神
湊
、地
島
、東
郷・

　
　
　
　
田
熊
、吉
武

　
歴
史
と
伝
統
あ
る
郷
土
の
祭

り
と
し
て
、次
世
代
に
わ
た
り
保

存
す
る
た
め
、津
屋
崎
祇
園
山
笠

は
二
〇
〇
四
年
に
市
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
屋
崎
祇
園
山
笠
は
、三
百

年
の
間
、毎
年
変
わ
ら
ず
同
じ
よ

う
に
行
わ
れ
て
き
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。次
ペ
ー
ジ
掲
載
の
年
表・

写
真
の
通
り
、「
伝
統
の
継
承
」

と「
環
境
へ
の
適
応
」の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
、姿
を
変
え
、受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
戦
時
中
も
継
続
し
た
力

強
さ
、一
時
中
断
す
る
も
日
程
を

変
え
、復
活
し
た
熱
意
と
努
力
を

は
じ
め
、か
き
手
や
ご
り
ょ
ん
さ

ん（
か
き
手
を
支
え
る
女
性
）の

情
熱
に
よ
っ
て
、山
笠
は
大
切
に

育
ま
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

津
屋
崎
祇
園
山
笠
の

は
じ
ま
り

四
系
統
の

一
つ「
津
屋
崎
系
」

受
け
継
が
れ
て
き
た

山
笠

▶
須
賀
神
社（
祇
園
社
）祇
園
祭

▶
津
屋
崎
系
の
一
つ
福
間
山
笠（
昭
和
五
十
二
年
）

津
屋
崎
祇
園
山
笠

　
　 三
百
年
の
歩
み

年
表

サイズは縮小されるも、装飾は明治期を踏襲。
飾りが大きく、山笠の台よりも外側へはみ出すほどに

昭和期に入ると、一つ一つの飾りは小さくなるが、
繊細さが増し、きめ細やかな装飾に平成期に入るとどの時代よりも安定性を重視した三角形の姿に
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津屋崎
小学校

❶津屋崎千軒
　なごみ

筑前津屋崎
人形巧房

❹JAグリーン
　センター

宮ノ元

津屋崎郵便局

津屋崎交番

新海

天神町

原田半蔵
人形店

潮湯の里 夕陽館

❻サマーナイトイン
　 ふくつ会場

津屋崎千軒
古民家

水産高校

お魚センター
うみがめ

❸津屋崎漁港

塩倉庫

❺波折神社

津屋崎千軒 民俗館
藍の家

津屋崎千軒 詳細MAP

文

〒
文

❷井ノ口倉庫

　
津
屋
崎
祇
園
山
笠
は
、七
月
に
入
る
と
三
流
が
本
格
始
動
し
ま
す
。

多
く
の
人
と
共
に
記
念
の
年
を
迎
え
る
た
め
、追
い
山
ま
で
の
行
事
の
中

か
ら
、山
笠
初
心
者
で
も
楽
し
み
や
す
い
四
日
間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
午
前
八
時
か
ら
午
前
中
い
っ
ぱ

い
、六
本
の
棒
と
土
台
を
ロ
ー
プ
で

絞
め
る
作
業
を
行
い
ま
す
。流
れ

ご
と
に
締
め
方
は
異
な
り
ま
す
が
、

「
ウ
ン
ト
コ
ネ
」と
い
う
掛
け
声
は

一
緒
で
す
。掛
け
声
の
も
と
、息
を

合
わ
せ
て
締
め
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　
棒
締
め
の
後
、少
し
だ
け
試
し

が
き
を
行
い
、棒
の
締
ま
り
具
合

を
確
認
し
ま
す
。

◆
作
業
場
所
◆

岡
流
　
　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

　
　
　
　（
地
図
❶
）

新
町
流
　
井
ノ
口
倉
庫（
地
図
❷
）

北
流
　
　
津
屋
崎
漁
港
ア
ー
ケ
ー
ド

　
　
　
　（
地
図
❸
）

　
津
屋
崎
祇
園
山
笠
の
特
色
や

歴
史
と
変
遷
、現
代
の
山
が
か
か

れ
る
ま
で
の
行
程
、山
笠
の
今
昔

記
録
な
ど
、今
分
か
り
う
る
山
笠

の
資
料
が
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た

貴
重
な
文
献「
津
屋
崎
祇
園
山

笠
三
百
年
記
念
記
録
誌
」。今
回

の
特
集
も
記
録
誌
を
参
考
に
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
編
集・発
行
は
、津
屋
崎
山
笠

保
存
会
、三
流
代
表
世
話
人
、福

津
郷
土
史
会
、津
屋
崎
郷
づ
く
り

協
議
会
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
同

記
録
誌
作
成
委
員
会
が
行
い
ま

し
た
。

　「
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、津
屋
崎
祇
園
山
笠
の
意

義
や
歴
史
、山
笠
の
行
い
方
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、『
記
録

山
笠
本
番
！

七
月
六
日（
日
）

棒
締
め

追
い
山
が
走
る
ま
で

※記念イベントの一部は、
　宝くじの助成金により実施して
　います。

問い合わせ 市商工観光課（津屋崎庁舎）
☎０９４０・５２・４９５１

発足三百年復活四十周年
記念イベントスケジュール

　
北
流
は
十
二
日（
土
）午
後
一
時

頃
か
ら
、岡
流・新
町
流
は
十
三
日

（
日
）午
前
八
時
頃
か
ら
午
後
三
時

頃
に
か
け
て
、順
番
に
飾
り
付
け
の

作
業
を
行
い
ま
す
。飾
り
の
素
材

は
全
て
津
屋
崎
人
形
師・原
田
誠

氏
の
手
作
り
で
す
。

　
飾
り
付
け
は
人
形
師
の
指
示
に

従
い
な
が
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
ま

す
。飾
り
付
け
の
後
、夕
方
に
前
年

の
お
宮
出
し
の
順
番
で
、波
折
神

社
へ
お
宮
入
り
を
行
い
ま
す
。

◆
作
業
場
所
◆

岡
流
　
　
J
A
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
倉

　
　
　
　
庫
前（
地
図
❹
）

新
町
流
　
井
ノ
口
倉
庫（
地
図
❷
）

北
流
　
　
津
屋
崎
漁
港
ア
ー
ケ
ー
ド

　
　
　
　（
地
図
❸
）

七
月
十
二
日（
土
）

七
月
十
三
日（
日
）

飾
り
付
け

　
裸
参
り
は
、翌
日
の
追
い
山
の
安

全
祈
願
を
す
る
行
事
で
、祇
園
山
笠

の
中
で
津
屋
崎
に
し
か
な
い
も
の
で

す
。波
折
神
社
と
須
賀
神
社（
祇
園

社
）、金
刀
比
羅
神
社
、宮
地
嶽
神

社
を
参
拝
す
る
約
七
キ
ロ
の
夜
道
を

提
灯
片
手
に
駆
け
抜
け
ま
す
。

　
同
日
開
催「
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
イ

ン
ふ
く
つ
」で
は
、三
流
の
山
が
並

ぶ
集
団
山
見
せ
が
行
わ
れ
、ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
同
会
場
を
駆

け
抜
け
る
裸
参
り
も
必
見
で
す
。

◆
裸
参
り 

お
ス
ス
メ
ス
ポ
ッ
ト
◆

午
後
七
時
：
波
折
神
社
へ
お
宮
入
り

　
　
　
　
　（
地
図
❺
）

午
後
八
時
頃
：
宮
地
嶽
神
社

午
後
九
時
頃
：
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
イ
ン
ふ

　
　
　
　
　
　
く
つ
会
場（
地
図
❻
）

七
月
十
九
日（
土
）

裸
参
り

集
団
山
見
せ

津
屋
崎
祇
園
山
笠

三
百
年
記
念
記
録
誌

が
発
行
さ
れ
ま
し
た

誌
』を
作
成
し
ま
し
た
。ず
っ
と

先
の
将
来
、こ
の
本
を
読
ん
だ
子

ど
も
た
ち
が
、『
津
屋
崎
に
は
山

笠
が
あ
る
ん
よ
』と
誇
ら
し
げ
に

語
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

と
記
念
誌
作
成
委
員
長
・
中
村

周
一
氏
は
語
り
ま
す
。

　
記
念
記
録
誌
は
、津
屋
崎
千

軒
な
ご
み
、津
屋
崎
千
軒
民
俗
館

「
藍
の
家
」、潮
湯
の
里
夕
陽
館

で
、一
冊
千
円
で
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

次号予告（７月１日号）

追い山の楽しみ方

　記念イベントを日付順に紹介します。
詳しくは市商工観光課ホームページ「ふ
くつのじかん」をご覧ください。

7月3日（木）～21日（月・祝）
場所：津屋崎千軒なごみ
山飾りの人形や山笠の今昔写真パネルや法被
などの特別展（主催：津屋崎山笠保存会）

7月1日（火）～21日（月・祝）

津屋崎祇園山笠三百年復活四十周年
記念特別展

場所：行政・観光情報ステーションふっくる

発足三百年・復活四十周年 津屋崎祇園山笠

場所：イオンモール福津 ノースコート
本物の山笠や巨大パネル展示をはじめ、山笠を
楽しく学ぶことができるイベント

福津の山笠学校

6月16日（月）～22日（日）

7月2日（水）～21日（月・祝）
場所：潮湯の里 夕陽館

夕陽館ふれあい塾
「これがわがまち自慢の山笠たい！」

集合場所：津屋崎千軒なごみ
山笠の歴史やしきたり、楽しみ方をめぐる旅

（申込・問い合わせ：福津暮らしの旅事務局 
☎０８０・４１６８・５１６３）

7月19日（土） 14：00～17：30

福津暮らしの旅
「伝統の祭りをめぐる旅」

場所：津屋崎千軒民俗館 藍の家

津屋崎祇園山笠 今昔展

7月12日（土）～20日（日）

受付・ゴール：津屋崎千軒なごみ
追い山コースに設置された10個の問題を解い
て、記念グッズをもらおう！

山笠を歩こう 追い山ウオークラリー

7月13日（日）～19日（土）
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